
802 南極成層圏のエアロゾルの機能一オゾンホールと物質循環一

に落ちる理解とはこのようなものであろう．エアロゾル

の多様な側面の研究は，蹄に落ちるところへ行っている

ことを願うものである．
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　なお，気象集誌の63巻（1985）2号の一部がSAGE

特集号にあててある．この号には，人工衛星による

極域成層圏エア・ゾルの観測や，ライダーの成層圏

エァ・ゾルの観測の速報が掲載してある．

日本気象学会1990年度秋季大会の報告

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　日本気象学会1990年度秋季大会は，大阪管区気象研究

会との合同の形で，1990年10月24～26日，京都市の京都

府総合見本市会館で行われた．管区研究会を含めた参加

者総数は533名で，うち一般申込による大会参加者が

407名，招待者が24名であった．講演申込は240件であっ

たが，4件の取り消しがあり，最終的には236件（第1

種講演123，第2種講演104，ポスター11）となった．第

2日の午後には，3件の記念講演に引き続き，r集中豪

雨」のテーマで恒例の大会シンポジウムが行われた．

　口頭発表ではビデオの使用希望が数件（最終的には6

件）あった．会場の都合上，ビデオの上映はポスター・

セッションの時間に並行してまとめて行われたが，好評

であった．ビデオの発表希望者は今後さらに増えると思

われるので，専用プロジェクターなどを確保し，これら

の希望に対応できる体制を早く作るようにしたい．

　なお，口頭発表の第2種講演申込の比率がやや増加の

傾向があるが，これは第2種講演の趣旨にふさわしい予

稿の書き方がなされていないものの増加傾向と関係があ

る可能性がある．そこで次回の大会では予稿集原稿をこ

れまでよりも厳しくチェックする必要があると思われ

る．

　最後になりましたが，大会事務局として通常業務のか

たわら大会準備・運営にご尽力頂き，秋季大会を盛会裏

に終えられた大阪管区気象台の方々をはじめ，関西支部

の皆様に敬意を表し心から感謝します．

　　　　　　　　　　　　　　　（講演企画委員会）
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